
すばらしい人生をおくるために 

より良い仕事をする 

「仲間のために尽くす」 

 

 

 人の行いの中で最も美しく尊いものは、人のために何かをしてあげるという行為で 

 

す。人はふつう、まず自分のことを第一に考えがちですが、実は誰でも人の役に立ち、 

 

喜ばれることを最高の幸せとする心をもっています。 

 

 かつて、真冬のアメリカで起きた飛行機事故で、一人の男性が自らが助かるという 

 

その瞬間に、そばで力尽きそうな女性を先に助けさせ、自分は水の中に消えてしまう 

 

という出来事がありました。人間の本性とはそれほど美しいものなのです。 

 

 私たちは、仲間のために尽くすという同志としてのつながりをもってみんなのために 

 

努力を惜しまなかったからこそ、すばらしい集団を築くことができたのです。 

 

 

 

 

（稲盛和夫著「京セラフィロソフィ」より） 


